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『サンクチュアリ』 における ｢法｣ と共同体
永 尾 悟                                    
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キーワード：ウィリアム・フォークナー､ 『サンクチュアリ』､ ジェンダー                         
ウィリアム フォークナーの 『サンクチュアリ』 (1931) の第29章では､ 無実の罪で有罪判決を受け
たリー・グッドウィンが刑務所の外で焼き殺されるという場面が描かれている｡ ポパイがテンプル・
ドレイクを玉蜀黍の穂軸を使ってレイプした事件に関して､ ヨクナパトーファ郡庁舎前の広場に集う
群衆は､ 暴行犯だと誤解されたグッドウィンに対して残忍な制裁行為を行うのである｡ 法の機能不全
と共同体の行き過ぎた自警主義を示すこの場面は､ オリジナル版を改稿する過程でフォークナーが加
筆したものである｡ オリジナル版は､ ホレス・ベンボウの ｢無意識の投影｣ だというノエル・ポーク
(       ) の指摘にもあるように (46)､ 主にホレスの内的視点を通して物語が展開されている｡
これに対して､ レイプの制裁としてのリンチが加筆された改訂版は､ ホレスがグッドウィンの弁護を
通して外的現実に対峙する過程がより客観的視点から描写されており､ テンプルの事件をめぐる共同
体の言説を内包する作品になっている｡
しかし､ 『サンクチュアリ』 の先行研究においては､ ｢無意識の投影｣ としてのオリジナル版の痕跡
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を改訂版の中にも見ようとするためか､ ホレスのエディプス的葛藤をめぐる解釈がさかんに実践され
てきた｡ たとえば､ ジョン・Ｔ・アーウィン (         ) やジョン・Ｔ・マシューズ (             ) の論文は､ テンプルの事件がホレスに与える心理的影響についてフロイト的精神分析を試
みた代表的なものである｡ 確かに､ ふたつの 『サンクチュアリ』 の深い間テクスト性や 『響きと怒り』
(1929) との部分的共通性を考えれば､ このような読みの必然性はある｡ しかし､ 改稿による変更点
を踏まえれば､ 議論の視点を共同体内の相克に向け直すことも必要だろう｡ そこで本稿では､ テンプ
ルの事件が､ ヨクナパトーファ郡ジェファソンの法廷とその外側で解釈されていく過程を分析しなが
ら､ 共同体のジェンダー規範が法とかかわりながら生み出す緊張関係について論じていく｡
Ⅰ                         
テンプルの事件が起こるのは､ ジェファソンから少し離れた杉林の中にある ｢オールド・フレンチ
マン｣ という名の大農園屋敷である｡ ｢南北戦争前に建てられた｣ この屋敷は､ 大農園文化の ｢聖域｣
である ｢綿畑｣ と ｢庭園｣ と ｢芝生｣ に囲まれていたが､ これらはすでに ｢ジャングル｣ と化してお
り､ ギャングたちの酒の密造の拠点になっている｡ ｢聖域｣ が ｢廃れた｣ 南部では､ 南北戦争以前の
ように綿を中心とした大農園経済は機能しておらず､ 違法な酒の密造が横行している｡                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                          ( )
この荒れ果てた外観が示すように､ 屋敷の住人たちは安定した家族関係を形成してはない｡ 旧南部に
おける大農園屋敷は､ 白人家族と彼らに仕える黒人奴隷が住むことが典型だが､ オールド・フレンチ
マン屋敷の人々はすべて白人であり､ 家父長を中心とした家族関係を築いておらず､ いわゆる南部貴
族的な優雅さとは程遠い生活を送っている｡ 酒の密造人リー・グッドウィンは､ メンフィスで娼婦と
して働いていたルビー・ラマーと内縁関係にあり､ その間に生まれた赤ん坊は生気がなく､ グッドウィ
ンの父親らしい老人パップは､ 目と耳が不自由で､ 杖を片手に歩き､ ひとりでは食事もできないほど
衰弱している｡ そして､ 法の外側で家族関係を形成する彼らとともにこの屋敷に住むのは､ 酒の密造
に携わるポパイ､ トミー､ ヴァンというアウトローな白人男性である｡ このように､ 大農園屋敷に人
種的要素が切り離されているという設定は､ 『サンクチュアリ』 における白人内部の葛藤を示唆する
ものである｡
オールド・フレンチマン屋敷は ｢廃れた (    )｣ という言葉と結び付けられているが (41)
(121)､ この屋敷で起こるレイプ事件後のテンプル・ドレイクに対しても同じ言葉が使われている
(288)｡ よって､ ｢廃れた｣ 屋敷の象徴性は､ テンプルの人物像を考える上で重要な手掛かりを与えて
くれる｡ 上流階級の娘である彼女は､ 親元を離れて大学に通い､ 短いスカートをはいて男性たちとダ
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ンス・パーティに出かけるという自由を満喫しており､ ｢フラッパー｣ 的な価値観を持つようである｡
また､ 彼女の名前がジェファソン駅のトイレに落書きされ (34)､ 町の若者たちが彼女の下着につい
ての噂話をするように (30-31)､ テンプルは､ ｢娼婦｣ 的なイメージとして周囲の男性に共有される
欲望の対象になっている｡ しかし､ 上流階級意識を持つ彼女は､ ｢私のお父さんは判事なのよ｣ とい
う言葉で彼らの欲望から逃れ､ 屋敷に同行する男友達ガワン・ステーヴンスに対しても ｢紳士的｣ 振
る舞いを求めようとする｡ しかし､ ｢娼婦性｣ と ｢淑女性｣ の境界線上を浮遊するこのあいまいさは､
父親の権威が及ばないオールド・フレンチマン屋敷では通用しない｡ 彼女の日常性を屋敷にも持ち込
もうとするテンプルに対して､ ポパイは ｢娼婦 (    )｣ と呼び､ ルビーは ｢娼婦｣ 的な生き方の美
学を語り､ 他のギャングたちは彼女に欲望の視線を向ける｡ この視線から逃れようとするテンプルは､
屋敷の畜舎でポパイの残忍な性暴力を受けた後､ メンフィスの売春宿に連れられ､ ポパイによってレッ
ドとの性行為を強要されるのであり､ 彼女の身体とセクシュアリティは完全に他者の支配下に置かれ
る｡ ジョン・Ｎ・デュヴァル (           ) が指摘するように､ ｢『サンクチュアリ』 は男性／女
性の結びつきがレイプと娼婦性というかたちの上に成り立って｣ (60) いるが､ この関係性はオール
ド・フレンチマン屋敷という空間において顕在化するものである｡
テンプルを ｢娼婦｣ と呼ぶポパイは､ オールド・フレンチマン屋敷を ｢黒くて何とも言えない脅威
となって包み込んでいる｣ (121) 存在として描かれている｡ この語句が暗示するように､ ポパイの存
在は､ 周囲の人間たちに底知れぬ恐怖を抱かせるものでありながら､ その実像は謎に包まれている｡
ジョーゼフ・ブロットナー (           ) の指摘にもあるように､ ポパイのモデルになったのは､
ポパイ・パンフリーという実在のギャングで､ 酒の密造に携わり､ 性的不能でありながら ｢とても奇
妙な物体を使ってひとりの女性をレイプし､ 彼女を売春宿に入れた｣ (176) 人物だろうという点は広
く知られている｡ 性的不能のレイピストというパラドックスを持つ実在のモデルに対して､ フォーク
ナーは､ 複数のイメージや人物設定を付与しながらさらに複雑な人物像を生み出している｡ ｢彼の顔
は電光の下で見るような奇妙で血の気のない色をして｣ おり､ ｢押しつぶされたブリキのようなあの
邪悪な深みのなさ｣ (４) があるように､ ポパイは非人間的で機械的なイメージを醸し出している｡
クリアンス・ブルックス (          ) によって､ 『サンクチュアリ』 のテーマが ｢邪悪さの発見
によって現実というものの本質を発見すること｣ (116) だと指摘されて以降､ ポパイという存在も人
間の心や社会に潜む ｢邪悪さ｣ という普遍的意味合いから論じられてきた｡ しかし､ 機械的なイメー
ジを持つ彼が屋敷を覆う黒い影になっているという点を考えると､ ソンドラ・ガットマン (           ) などの指摘にもあるように､ ポパイの ｢邪悪さ｣ が南部の農本主義を脅かす産業化の流れ
だという解釈も成り立つ (26)｡
このように､ オールド・フレンチマン屋敷におけるテンプルとポパイという人物の存在を南部文化
的な視点でとらえるなら､ ポパイによるテンプルのレイプは､ 大農園文化・経済体系が産業化や近代
化の流れに侵食されていくことのメタファーだと考えることができる｡ 確かに､ ダイアン・ロバーツ
(          ) が指摘するように､ 初期のフォークナー作品には ｢旧南部的な叔女性｣ にかかわる
ものが多く､ キャディ・コンプソンをはじめとする女性登場人物の身体が旧南部的価値観の理想化さ
れた象徴として描かれている (125-26)｡ 女性の身体イコール旧南部というこの図式がテンプルにも
当てはまるとすれば､ 『サンクチュアリ』 は､ ジェンダーをめぐるテクストを通して近代化へ向かう
南部の歴史的瞬間を映し出すものだと言えるだろう｡
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以上のような人物分析を踏まえて､ テンプルがポパイから襲われる場面について分析してみたい｡
｢テンプルのレイプ自体が 『サンクチュアリ』 の中心的な省略部分である｣ (260) とマシューズが指
摘するように､ この行為は､ 具体的かつ直接的な描写がないことで､ テクストにおける主要な空白を
生み出している｡ 綿の実の殻と玉蜀黍の穂軸が散乱した畜舎の中で､ テンプルは､ トミーが射殺され
るときのかすかな銃声を聞き､ ポパイが近づくときに ｢私に何かが起こるのよ｣ (102) と叫ぶ｡                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                            
(   )
｢私に何かが起こるのよ (                      )｣ は､ 『八月の光』 (1932) のジョー・
クリスマスがジョアナ・バーデン殺害前に使う言葉であるが､ ここでは ｢何か｣ という曖昧な表現に
よって､ レイプという行為がはらむ意味の多義性が生じている｡ デボラ・バーカー (           )
が指摘するように､ 玉蜀黍の穂軸は ｢密造ウイスキーの主原料の廃棄物｣ であり､ 大農園経済の象徴
である綿の実の殻の中でテンプルの肉体が侵略されることは象徴的である (150)｡                                                                                                                                                                                                             (        )
バーカーの指摘を発展させて考えると､ 玉蜀黍の穂軸に屈したテンプルがリーバ・リヴァーズの売春
宿に連れられる過程は､ オールド・フレンチマン屋敷からメンフィスを結ぶ密造酒の輸送ルートと象
徴的に重なるものである｡ つまり､ 密造酒が商品として出荷されていくように､ テンプルは､ 性を商
品化するメンフィスの売春宿に連れられた後､ レッドとの関係を通して性的な快楽に目覚めるのであ
る｡ これに対して､ ヨクナパトーファの法廷は､ 崩壊した彼女の ｢淑女性｣ を回復させる空間として
機能している｡
Ⅱ                               
オールド・フレンチマン屋敷の畜舎で起きた事件で逮捕され､ 裁判にかけられるのは､ 真犯人ポパ
イではなく､ 通報をしたリー・グッドウィンである｡ グッドウィンの弁護を務めるホレス・ベンボウ
は､ 郡庁舎に集まる人々と空席になった裁判官の席を目にする｡ 法権威の欠如を暗示しているこの場
面は､ 強い存在感を示す聴衆の多様性を後ろ姿としてとらえている｡
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                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  (      )
郡庁舎に群がる ｢作業服やカーキ色の服を着た人々｣ は､ 葬儀屋の前でトミーの死体を好奇心で見物
する人々と同じ服装をしており､ 法廷にいる ｢日焼けした襟首｣ の人物たちと同じく郊外の農業労働
者である｡ そして､ ｢都会的な襟の上にある髪油のついた頭｣ の人々は､ ホレスが郡庁舎前広場です
れ違うような ｢町の住民｣ であることがわかる｡ 広場の人だかりには､ トミーのことを ｢15年もの間
知り合いだった｣ (113) 者もいるが､ 彼の名字は誰ひとりとして知らない｡ つまり､ 酒の密造にかか
わるギャングのトミーは､ ジェファソンの人々に認知されていながらも無名の存在であるため､ その
死は､ 広場と法廷に集う同じ人々にとって好奇心の対象でしかない｡
地方検事ユースタス・グレアムは､ 八百屋の荷物運びから成り上がった政治的野心の強い人物で､
労働者が多くを占める聴衆の意識を的確にとらえている｡ グレアムは､ 彼らの内面を見透かすかのよ
うに､ 裁判の中心をトミー殺害からテンプルの事件にすり替えている｡ そして､ このすり替えは､ グ
レアム検事が証拠として提出する玉蜀黍の穂軸によって聴衆に強く印象付けられる｡ 黒褐色の血液が
付着したこの穂軸は､ テンプルの被害状況を証明するとともに､ 町の倫理規範を揺るがす証拠として
提示されている｡                                                                                                                                                                                              (     )
グレアム検事は､ 産婦人科医の見解を引き合いに出しながら､ テンプルの事件が ｢この世でまさしく
最も神聖な物事である女性らしさ｣ を侵害する行為であり､ ｢これがもはや絞首刑どころかガソリン
での焚刑に値する｣ (284) と主張する｡ つまりグレアムは､ 法廷をテンプルの事件そのものよりもむ
しろ､ この事件を通して映し出される倫理的問題を裁く場所に換えており､ さらに処罰方法をめぐっ
て一般市民によるリンチを扇動している｡ グレアムの主張は､ ジェイ・ワトソン (        ) が述
べるように､ ｢クー・クラックス・クランの集会で発言されうる｣ (71) 内容のものであり､ 法的妥当
性を備えたものではない｡ 司法の役割とは､ 犯罪行為に対して正当な判決と処罰を行うことによって
一般市民の先入観に基づく解釈や行き過ぎた報復行為を抑止するところにあるが､ グレアムは法廷の
中でその役割を軽視した発言をする｡
このようにして法の機能不全に陥る法廷は､ ｢神聖な｣ ｢女性らしさ｣ という価値観を共有する空間
となっている｡ 反対尋問を行うグレアムは､ 証人のルビーに対してグッドウィンとの婚姻関係を確認
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するが､ これは､ ｢女性らしさ｣ の基盤となる男性との結びつきを道徳的に問うものであり､ 町の教
会の牧師が説教で取り上げる内容である｡                                                                                                                                                                                                                                                                                                               (   )
この牧師は､ グレアムが ｢殺人犯というだけではなく姦淫の罪人｣ であり､ ｢ヨクナパトーファ郡
の自由で民主・プロテスタント的雰囲気を汚す者｣ だとして ｢グッドウィンとその女を焼き殺すべき
だ｣ (128) と説いている｡ この牧師が宗教的見地から非難するのは､ 殺害というよりもむしろグッド
ウィンとルビーの内縁関係であり､ 説教を聞く会衆に対してグレアムと同じく火あぶりによる制裁を
促している｡ グレアムと牧師の発言の一致からもわかるように､ ヨクナパトーファの法廷は､ その外
側の世界の映し鏡になっているため､ 客観的真実を明らかにするための法的な枠組みが消失しつつあ
る｡
｢娼婦｣ さながらの服装で法廷に現れるテンプルは､ トミー殺害に関する目撃者として証言台に立
つが､ 血の付いた玉蜀黍の穂軸を見せられ､ 彼女自身の被害状況について証言を求められる｡ ｢誰も
君を傷つけはしないよ｣ と言うグレアムは､ 陪審席にいる男性を指して､ ｢父や夫であるこの善良な
男性の方々にあなたが言うべきことをお聞かせして､ あなたが受けた悪事を正してもらいましょう｣
(284) と述べる｡ 穂軸を掲げて尋問をする地方検事に対して､ テンプルは､ ｢オウムのような受け答
えをして｣ (286)､ ポパイに襲われる瞬間と全く同じように ｢膝の上に置いた掌を上にして｣ (284)
服従のしぐさを示し､ 事件について偽証をする｡ ｢私は被害者である無力なこの子供をこれ以上苦し
みにさらすわけにはいかない ｣ (288) というグレアムの発言の途中で､ テンプルの父親ドレイク
判事と４人の兄弟が迎えに来る｡                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           (   )
『サンクチュアリ』 では会話文が ｢ ｣ で途切れるところが多いが､ ｢苦しみ (         )｣
の後に続く ｢ ｣ は､ ｢レイプの証言｣ といった表現で埋めることができるだろう｡ この空白部分
から見えてくるのは､ テンプルが証言を求められることで事件のときと同じ ｢苦しみ (       )｣
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を体験していることである｡ ロバーツは､ テンプルが ｢法廷でもう一度暴行を受けている｣ (138) と
述べており､ デュヴァルもグレアム ｢地方検事は本質的にテンプルに対する暴行を繰り返している｣
(70) と指摘している｡ これらの指摘を踏まえると､ この空白は､ テンプルを残虐な性暴力の犠牲者
として保護するという法的正義の奥に､ 彼女の身体を支配しようとする ｢善良な男性｣ の欲望が潜む
ことを暗示している｡ そして､ この空白を遮るドレイク判事は､ グレアムと聴衆から引き受けたテン
プルの身体を父の権威の支配下に置くのである｡ ドレイク判事は､ 黒服のポパイとは対照的に ｢真っ
白な麻のスーツ｣ と ｢ステッキ｣ という大農園主のような格好をしているため､ ｢娼婦｣ さながらに
入廷するテンプルの身体は､ 最終的に旧南部的な ｢淑女性｣ に押し込められることがわかる｡ そして､
グレアム検事､ 聴衆､ ドレイク判事は､ それぞれ異なった階級の白人たちであるが､ 法という階級を
超えた共通原理のもとで父権的秩序を維持するために結びついている｡
この裁判で真犯人ポパイの存在は最後まで明らかにされず､ 無実を証明できないグッドウィンが身
代わりとなって死刑判決を受ける｡ これは､ グッドウィンがポパイの報復を恐れて彼の存在を最後ま
で隠していたこと､ そして､ テンプルがおそらくグレアムに教示されて偽証を行ったことによって生
じた結果である｡ しかし､ ポパイは自らが犯していない警察官の殺害によってあっけなく処刑される
ため､ この裁判における法の機能不全は彼の運命にも間接的に影響を及ぼしている｡
Ⅲ                    
死刑判決を受けたグッドウィンは､ 郡庁舎とわずか一枚の壁を隔てて隣接する刑務所に戻るのだが､
その周りには､ 法廷から彼の後を追ってきた ｢浮浪者や田舎者や不良少年や若者たち｣ (292) が集まっ
てくる｡ 彼らは独房から出てきたグッドウィンの話に耳を傾け､ 夜が更けると彼に危害を加えること
なく立ち去っていく｡ 夜遅くにホテルの前に座っている旅回りのセールスマンたちは､ グッドウィン
に何もしない住民たちを不思議に思い､ ｢連中はあの男をそのまま放っておくつもりのようだな｣､
｢玉蜀黍の穂軸が使われたんだろ｡ ここの連中は一体どんな奴らなんだよ｡ 連中を怒らせるには何を
したらいいのかよ｣ (294) と言う｡ 彼らの言葉は､ 共同体の外側の視点からグッドウィンへの制裁を
扇動するものであり､ グレアム検事の発言を非公式で乱暴な表現で言い換えたものである｡ つまり､
セールスマンとグレアムは､ 本来立ち入るべきではないジェファソン内の倫理的領域に踏み込もうと
しており､ このような領域侵害とそれに伴う領域内の秩序崩壊は､ 『サンクチュアリ』 の作品全体に
見られるパターンである｡                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                   (   )
『サンクチュアリ』 における ｢法｣ と共同体 111
さらにセールスマンのひとりは､ ｢俺だったら穂軸なんか使わなかったのに｣ (294) と言い､ テンプ
ルに対する暴行の事実よりもその方法を問題視している｡ 一種のダーティ・ジョークとも思われるこ
の言葉は､ 若い娘を別の男性に奪われたという女性に対する所有意識を暗示し､ テンプルを ｢娼婦｣
的な世界から救い出して大農園主の娘へと回復させようとする法廷の男性たちの支配意識と根本では
結びついている｡ また､ ｢彼女はベイビーだったのに｣ (294) という表現は､ 法廷においてグレアム
が使う表現､ ｢被害者である無力なこの子供｣ (288) と同様に､ 女性が男性によって守られるべき
｢無力な｣ 存在だとみなすものである｡ このように､ 郡庁舎内の法廷が､ 南部男性の建前が語られ､
実践される場所であるとすれば､ そこに隣接する広場は､ 隠された本音が表出する場所であるという
表裏一体の関係をなしているのである｡
郡庁舎とその前の広場がともに危険を与える場所だとすれば､ グッドウィンにとっては､ 刑務所の
内部こそが安全が保障された唯一の場所である｡ 裁判前のグッドウィンは､ ホレスから ｢君には法律
と正義と市民権があるのだよ｣ と言って慰められるが､ ｢確かに｡ もし俺が残りの人生をこの独房の
隅に座って過ごすんだったらな｣ (132) と反論し､ 刑務所の外に潜む危険を感じている｡                                                                                                                                                                                                                                                 (   )
逮捕直後のグッドウィンが刑務所の外に恐怖心を抱くのは､ ポパイによる狙撃の可能性を踏まえた
ものだが､ 実際の脅威は､ メンフィスの闇社会に通じるギャングのポパイではなく､ 広場に集う一般
市民のほうである｡ このように､ 『サンクチュアリ』 では､ 法的な管理・制裁の場所であるはずの刑
務所が安全を与え､ 法廷が法の下の正義を保障せず､ 広場が処刑の場所であるという司法のねじれが
生じている｡
郡庁舎前広場でグッドウィンが群衆の暴力にさらされるのは､ まさに死刑判決が下された日の真夜
中である｡ 去勢されたグッドウィンは､ グレアム検事の言葉通りに､ ｢ロケット花火のような光炎を
放つ５ガロンの石油缶を背負わされて｣､ ｢穏やかな空隙の中から静かに轟く｣ (296) 炎の中に消えて
いく｡                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                       (      )
この ｢焚刑｣ を首謀するのは ｢黒い人影 (         )｣ であるが､ 彼らがどのような人物たちなの
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かについて詳細は明らかではない｡ しかし､ 炎が立ちのぼる場所は､ ｢市場の日には馬車がつながれ
る空地の中心｣ (296) であり､ 週末の日中には ｢ゆったりとした流れ｣ (112) で人々が行き交う地点
である｡ つまり､ 広場という同じ空間が昼と夜で異なる側面を見せるように､ 穏やかなジェファソン
の町とその周辺住民たちの中には､ 残忍なまでの暴力性という影が潜んでいるのである｡
また､ グッドウィンに対する制裁は､ 白人が黒人を暴力の標的にする場合が多い南部の現実とは異
なるものである｡ 歴史的な共通認識として､ 南部におけるリンチは､ 非力な白人女性を黒人男性の脅
威から守るという大義名分に付随して､ 大農園文化に起因する白人優越主義の維持と経済状況の変化
に対する白人たちの不安や不満の解消という側面があった (          )｡ また､ 歴史家ドン・Ｈ・
ドイル (         ) の調査によると､ ミシシッピ州ラフェイエット郡で1865年から1935年の間に
新聞報道された10件のリンチのうち､ １名を除くすべての被害者は黒人男性であり､ リンチの目的は､
白人女性に対するレイプや殺人を犯した黒人男性に対する報復といったものがほとんどであった
(322)｡ 報道に漏れた事件があった可能性は高いが､ ドイルの調査は､ 南部におけるリンチが白人優
越主義を維持するための自衛手段として機能していたという一般的な認識を反映している｡ そして､
1908年９月にフォークナーの身近で起きたというネルス・パットンのリンチは､ 酒の密造を行ってい
たパットンが白人女性に危害を加えたことに対する白人たちの報復行為であった (             )｡
｢乾燥の九月｣ (1931) や 『八月の光』 で描かれるリンチは､ その類似性から考えてもパットンの事件
をもとにしている可能性は極めて高いが､ 『サンクチュアリ』 の場合は､ この事件との類似性が明ら
かに認められるにもかかわらず､ 人種的要素をあえて排除し､ 白人内部の問題に書き換えているので
ある｡
この書き換えは､ テンプルを襲う人物が黒人ではなく白人男性のポパイだという設定とも深く結び
ついている｡ 彼が白人でありながら ｢黒い (    )｣ という言葉で繰り返し表現されるのは､ 白人女
性を襲う黒人男性という南部のステレオタイプが書き換えられた可能性を示すものである｡ これによっ
て明らかになるのは､ 大農園文化に基づく父権的秩序を揺るがす脅威は､ 黒人男性の存在というより
もむしろ､ 都市の腐敗や産業化をヨクナパトーファ郡に持ち込むような別の白人の存在だという点で
ある｡ このように､ しばしば人種と結びつくレイプとリンチを白人間に潜む葛藤のメタファーにする
ことによって､ フォークナーは近代化へ向かう南部の混沌とした状況をとらえている｡   
これまで論じてきたように､ 『サンクチュアリ』 は､ 南部のジェンダー規範が禁酒法下の時代変化
によって危機に陥る状況を､ 白人女性の身体をめぐる言説と重ね合わせて描いている｡ 郡庁舎に集ま
る異なる階層の白人たちは､ この危機的状況に団結して対応し､ 南部に根付く自警主義によって司法
の領域を侵すほどに危険で暴力的な表情を見せる｡ これによって､ 共同体の価値基準と一線を画すは
ずの法廷は､ テンプルの事件を通して ｢神聖な｣ ｢女性らしさ｣ を再認識する空間になっており､ こ
の父権的概念を脅かす者は､ 広場という法の ｢聖域｣ の外側で制裁を加えられるのである｡
『サンクチュアリ』 は､ ドレイク判事に伴われたテンプルがパリのリュクサンブール庭園のベンチ
に腰掛けるという詩的情景で終わる｡ この ｢庭園｣ の場面は､ 法廷で語られる ｢神聖な｣ ｢女性らし
さ｣ のゆくえを象徴的に示すものである｡ 玉蜀黍の穂軸に屈したテンプルは､ 法廷を支配する ｢善良
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な男性｣ に救い出され､ 父親のもとで無事に保護されたように見える｡ しかし､ 酒密造業者に占領さ
れたオールド・フレンチマン屋敷の庭園が ｢ジャングル｣ と化しているように､ 彼女の ｢女性らしさ｣
が安定的に守られる ｢庭園｣ は南部にはもはやないというアイロニーがこの場面に込められている｡
注
ウィリアム・フォークナーの 『サンクチュアリ』 からの引用はページ数のみを括弧内に示す｡ また､
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